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別紙 

 

出題ミスの概要について 

 

共通科目：「計量管理概論」に係る問題 

問２０ 非修理アイテムの信頼性の評価において、故障分布関数 F (t) は、

アイテムの故障寿命 t を確率変数とみなすときの分布関数であり、運転開始

時からある時点 tまでの間にアイテムが要求機能達成能力を失う、すなわち、

故障する確率を表している。故障分布関数に関連する次の記述の中から、誤

っているものを一つ選べ。ただし、
dt

tdFtf )()( =  である。 

 
１ 運転開始時点では F (0) = 0 であり、全体の 100％が機能している。  
２ )(tf は、アイテムがある時点 t で単位時間当たりに故障する確率を表し

ており、故障の確率密度関数と呼ばれている。 
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a
−=∫ は、t = a から t = b の間にアイテムが故障する確

率を表している。ただし、a < b である。 

４ 
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tF
tft =λ は、ある時点 t で可動状態にあるアイテムのうち、その時点

t で単位時間当たりに故障するアイテムの割合、すなわち、瞬間故障率を

表している。 

５ ∫
b

a
dttft )( は、最初の故障までの平均時間を表しており、非修理アイテム

では平均故障寿命となる。 

 

※ 選択肢５の数式は、積分範囲を０から無限大とした場合の平均故障寿命を

表す数式であるべきところ、積分の範囲がａからｂとなっているため、平均

故障寿命を表す式となっていない。 


